
事業概要・事業効果設置場所・設置年度

 これまで水道料金は、公共サービスの観点から従来の逓増性料金体系が主流であったが、近年、水需要の減少に
より収益が減少する問題や、多様化する市民のライフスタイルを踏まえ、新たな料金体系の検討が必要。

 市内全域の水道メーターをスマート化し、検針データを活用した時間帯別料金体系を科学的な知見から構築する
ため、専門機関と共同で実施。※

 事業効果として、水需用における更新投資の抑制や、料金プランの多様化、付加価値の高い水道サービスの構築
等が期待される。

IoT活用推進モデル事業（湖西市水道課）

※ (国)一橋大学大学院、中部電力(株) 、(株)東京設計事務所及び湖西市の産学官による共同研究

⚫ これまで検定満期で分散し
ていたメーター交換対象を、
将来の効率的な交換作業か
ら６ブロックへ集約

⚫ 市内全域化の自動検針を２
０２７年度までに実施するた
め、スマートメーター（約23,
７00個）を整備

※ スマートメーター整備済数：
約1,895個 （令和５年１月末現在）

⚫ 多様化するライフスタイルを踏まえ、時間帯別に使用料
金を設定し、利用者が選択できる料金体系を構築

⚫ 使用水量データを活用し、水使用行動の変化とその要
因、また、利用者の意識の変化を分析・検証

⚫ 最適な料金設定から配水量の平準化を促し、水道施設
のダウンサイジング等による設備投資の抑制に期待

付帯効果

➢ 検針時間※ 5,676時間⇒ 60分

➢ 検針員数 20人 ⇒ 0人
※年間の延べ時間

⚫ 検針員の確保が不要。
また、大幅な検針時間の
短縮で、料金業務全体
が迅速化・効率化

⚫ スマートメーターによる
漏水判定のデジタル化
で、発見件数が向上

検針業務の迅速化・効率化効果

湖西市
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